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令和7年７月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,465人 11
　 菊池：23,007人 20
　 七城： 4,902人 2
　 旭志： 3,963人 －6
　 泗水：14,593人 －5
男　性：22,342人 －3
女　性：24,123人 14
外国人： 1,504人 0
世　帯： 20,795世帯 46

年齢別人口 
0 ～14歳 5,550人 12%
15～64歳 24,794人 53%
65歳以上 16,121人 35%

自然増減 社会増減
出  生：34 転  入：189
死  亡：59 転  出：153

竜門ダム周辺地域活性化推進協議会事務局
☎0968（25）7223（観光振興課内）

問い合わせ先

各駐車場（午後２時～）から会場を随時巡回
します。会場発の最終便は午後９時30分です。

シャトルバス ❶200円　❷300円

　今年も子どもから大人まで楽しめるドラゴ
ン夜市が開催されます。竜門ダムで夏の終わ
りを楽しみませんか。

9月13日㈯ 午後４時～９時
※小雨決行、荒天時は中止

と　き

竜門ダムエントランス広場
（ドラゴンキャンプ場）

ところ

夜市、ステージイベント、ビアガー
デン、キャンプなど

内　容

❶会場周辺：花の広場
❷隈府周辺：市ふるさと創生市民広場

駐車場

今月の表紙
８月14日に泗水孔子公園で、
しすい孔子公園夏まつりが
開催されました。43回目の
開催となった今回は、市民
の要望を受けて2年ぶりに
打ち上げ花火が復活。櫓を
囲んでの盆踊りの他、ステー
ジでは、祭孔大典の踊りや
恒例の牛乳早飲み大会、泗
水中学校吹奏楽部の演奏な
どで来場者を沸かせました。
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ま
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用
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。

手
話
も
そ
の
一
つ
。

９
月
23
日
は
、「
手
話
の
日
」
と

「
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
」で
す
。

手
話
に
つ
い
て
知
り
、誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
、一
人
一
人
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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令和７年３月菊池市議会定例会での条例可決後、喜ぶ
関係者の皆さん。「アイラブユー」の手話で記念撮影

福祉課 障がい福祉係

川
かわ

口
ぐち

玲
りょう

子
こ

課長補佐

使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
過
去

　

手
話
は
、言
葉
で
話
す
音
声
言
語
と

は
異
な
り
、手
や
指
、顔
の
表
情
な
ど

で
視
覚
的
に
表
現
す
る
言
語
で
す
。
聴

覚
に
障
が
い
の
あ
る
ろ
う
者
に
と
っ
て
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

明
治
11
年
に
日
本
初
の
ろ
う
学
校
が

創
設
さ
れ
、指
文
字
や
身
振
り
で
表
現

す
る
手
勢
法（
現
代
の
手
話
の
よ
う
な

方
法
）で
、ろ
う
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、明
治
13
年
の
ミ
ラ
ノ
会

議
で
、ろ
う
教
育
で
の
手
話
の
使
用
禁

止
が
決
定
。
口
話
法（
口
の
動
き
で
言

葉
を
理
解
し
、聴
者
の
よ
う
に
話
す
方

法
）が
世
界
で
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
８
年
、
日
本
の
ろ
う
学
校
で

も
発
語
の
妨
げ
に
な
る
と
、手
話
の
使

用
を
禁
止
。
ろ
う
者
は
、学
校
以
外
で
、

独
自
に
手
話
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
長

年
、手
話
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と

で
、多
く
の
ろ
う
者
は
不
安
を
抱
え
た

ま
ま
、生
活
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
的
に
言
語
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
が
―

　

昭
和
22
年
に
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟

結
成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和

44
年
に
は
、同
連
盟
が
手
話
の
書
籍
を

発
刊
。
少
し
ず
つ
手
話
の
普
及
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
の
国
連
総
会
で
は
、「
障

害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
採
択

さ
れ
、手
話
は
言
語
で
あ
る
と
世
界
的

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
。
平
成
23
年
に
は
、

日
本
で
も
障
害
者
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
法
的
に
位
置
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、現
在
で
も
、手
話
を
理
解

す
る
人
は
少
な
く
、十
分
に
普
及
を
進

め
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
て

　
「
テ
レ
ビ
で
手
話
を
見
る
こ
と
は
増

え
ま
し
た
が
、実
際
に
接
す
る
機
会
は

少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
市
民
一
人
一

人
が
手
話
を
身
近
に
感
じ
る
環
境
を
整

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話
す

の
は
、福
祉
課
の
川
口
玲
子
課
長
補
佐
。

　
「
ろ
う
者
や
手
話
に
つ
い
て
知
り
、理

解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

お
互
い
を
理
解
し
合
う
こ
と
で
、誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
」

手話サークルやまびこ会は、昭和56年に創設され、市内
で手話の教室や通訳などの活動をしています。
20年以上、やまびこ会で活動を共にする梅

うめ

田
だ

富
とみ

子
こ

会長と
ろう者の益

ます

嵜
ざき

洋
よう

子
こ

さんに、活動内容や条例制定に対する
思いを聞きました。

ろ
う
者
が
つ
な
い
だ
も
の

令
和
７
年
４
月
１
日
に「
菊
池
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
ろ
う
者
が
ど
の
よ
う
に
手
話
を
つ
な
い
で
き
た
の

か
を
知
り
、こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
社
会
を
考
え
ま
す
。

まずは一歩踏み出して

梅田富子会長(間所)㊧ 益嵜洋子さん(北原)㊨
しい趣味を見つけるため、会に入りまし
た。それまでは、手話はやったことがな

く、ろう者の方々とも話したことはなかったです。
　手話は、独自の文法があり、表情の読み取り
も難しく、覚えるのに時間がかかりました。何
回も同じことを質問して、普通なら怒られそう
なところを、ずっと笑顔で教えてくれました。
　教室が終わった後も、時間を忘れて手話で話
をしていました。教えてくれたろう者の方々に
はとても感謝しています。休みの日には、スポー
ツや旅行を一緒に楽しんだこともあり、とても
楽しかったことをよく覚えています。
　現在は会員１５人で活動しています。前みた
いにスポーツや旅行をすることはなくなりまし
たが、教室で会うと世間話に花が咲きます。
　条例の制定をきっかけに、一人でも多くの人
が手話に関心を持ってくれたらうれしいです。
やまびこ会は、どなたでも入会できます。少し
でも興味関心のある人は、一歩踏み出して、気
軽に足を運んでください（関連６㌻）。

気が原因で3歳から耳が聞こえなくなり
ました。高校生からろう学校へ入り、周

りに追いつくよう、必死に手話を勉強しました。
　やまびこ会には、子どもが高校に進学し、子
育てが落ち着いたときに入会しました。手話が
できる人と出会える場所はとても貴重。みんな
でおしゃべりする時間はとても楽しいです。
　今は3人の孫にも恵まれ、孫とも手話で会話
をしています。手話は私たちにとって、とても
大切なものです。
　昔と比べると、手話に関する本も増え、スマー
トフォンも普及し、生活が便利になりました。
ですが、手話ができる人はまだ少なく、コミュ
ニケーションに苦労することがあります。片言
でも手話ができる人がいると、安心してコミュ
ニケーションをとることができます。
　条例が制定されたことはとても良いことだと
思います。ろう者を含めた全ての人が生活しや
すい社会になるように、取り組みを進めてもら
いたいです。

新 病

インタビュー 手話サークル やまびこ会

条例の概要条例の概要

基本理念

障がいの有無にかかわらず、
人格と個性を尊重する。

手話は言語であり、ろう者が
受け継いだ文化的所産である。

障がい者自らが、特性に応じ
たコミュニケーション手段を
選択し、選択の機会の確保と
利用できる機会を拡大する。

市の責務

市民と事業者の役割

● 手話を言語として普及させる。
● �障がいの特性に応じたコミュニケーショ

ン手段の利用促進に関する施策の実施。

市の基本理念の理解を深め、市が推進す
る施策に協力すること。
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菊池市ボランティアセンター
☎0968（25）5０００（市社会福祉協議会）

と   き

と   き と   き

ところ

ところ
ところ

定 員
会 費

受講料
回 数

毎月第２・４㈭  午前９時～正午

毎月第２・４㈮ 午後７時30分～９時 10月７日㈫～令和8年１月20日㈫
午後７時～８時30分  ※全て㈫

市本庁舎 正面玄関

菊池老人福祉センター
七城公民館

15人
３千円／年

800円
全８回

　聴覚障がいのある人が市本庁舎に来庁した際、申請や届け出などの
コミュニケーション支援を行うために、正面玄関に手話通訳者を配置し
ています。事前の予約は必要ありません。
　本庁舎周辺の施設（生涯学習センターや水道局）でも利用できます。
手話通訳が必要な人や手話に興味がある人は、ぜひご利用ください。

※状況により日時は変更になる場合があります

手話に興味がある人は気軽にご参加ください。
あいさつや自己紹介などの基礎から学ぶことができます。申込
方法など、詳細はホームページをご覧ください。 ホームページ➡

聴覚障害者標識

耳マーク

手話マーク

筆談マーク

(聴覚障害者マーク)

聴覚障がいで運転免
許に条件を付されて
いる人が、運転する
車に表示します。

聴覚に障がいがある
人、またはその人に
配慮した施設である
ことを表しています。

手話での対応が必要
な人、または手話対
応が可能な窓口であ
ることを表しています。

筆談での対応が必要
な人、または筆談対
応が可能な窓口であ
ることを表しています。

【 毎月第２・４㈭ 】 手話通訳者を市本庁舎窓口に配置 一緒に手話を学んでみませんか？  手話サークルと公民館主催講座を紹介します

手話サークル やまびこ会 (関連５㌻) 七城手話スクール 【教養講座03】

その他の障がいの
種類と配慮

その他の障がいの
種類と配慮

聴覚障がいに関する
主なマーク

知っていますか？
ヘルプマーク

外見から分からなくても、障がいや病
気などで、援助や配慮を必要としてい
ることを知らせるためのものです。

聴覚障がい
「目に見えない障がい」ともいわれ、困っていても手を差し伸べ
てもらいにくいという問題があります。聞こえの程度や聴覚に
障がいを有した時期、聞こえ方などによってそれぞれ違いがあ
ります。手話以外のコミュニケーション方法を紹介します。

日常生活で使える簡単な手話を紹介します。これをきっかけに手
話を覚えてみませんか。初めての人は、相手の目を見ながら、ゆっ
くり丁寧に行うことを意識してみてください。
協力：公民館主催講座「旭志手話スクール」の皆さん

短く分かりやすい
文章で書きましょう。
ひらがなだけでなく、
漢字も入れると分
かりやすいです。

音声 を 文字 に 変
換するアプリがあ
ります。スマート
フォンのメモ機能
も活用できます。

視界に入ってから
話し掛け、口元を見
せて表情豊かにジェ
スチャーを交えな
がら、ゆっくり話す。

「昼」と「挨拶」の手話を組み合わせます。
㊧【昼】人差し指と中指を立てて、額に当てる。
㊨【挨拶】両手の人差し指を同時に曲げる。

㊧�【私は】人差し指を自分に向ける。
㊨�【～と言います】人差し指を口元に当て、

前に出す。

㊧【手話】人差し指を向かい合わせて回転 
㊨【学習】手の平を並べ、軽く前後

私たちにできること

筆  談 アプリケーション 話し掛けるときは

こんにちは ～と言います私 は

手 話 学 習

㊤ヘルプカード
㊨ヘルプマーク

「苦労」と「お願い」を組み合わせる。
㊧�【苦労】両手で握りこぶしを作り、

片方のこぶしで手首を２回たたく。
㊨�【お願い】たたいた握りこぶしを

顔の前で開いて、前に出す。

①�片方の手のひらを下に向
け、もう片方の手を手刀
の形にして手の甲に置く。

②�上に置いた手を上げる。

「良い」と「お願い」を組み合わせる。
㊧�【良い】鼻の前で握りこぶしを作る。
㊨�【お願い】握りこぶしを開いて、前

に出す。

ありがとう お疲れさまですよろしく お願いします

トン
トン

　

手
話
は
、使
用
を
禁
止
さ
れ

な
が
ら
も
、ろ
う
者
に
よ
っ
て

大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
言
語

で
す
。

　

他
に
も
、視
覚
に
障
が
い
が

あ
る
人
の
た
め
の
点
字
や
音

訳
。
聴
覚
と
視
覚
の
両
方
に
障

が
い
の
あ
る
人
が
、相
手
の
手

の
形
を
触
っ
て
読
み
取
る
触

手
話
な
ど
、障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
形
づ
く
り
、こ
れ

ま
で
受
け
継
い
で
き
た
の
は
、

全
て
の
人
が
対
話
す
る
手
段

を
持
ち
、み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
作
り
た
い

と
い
う
先
人
た
ち
の
強
い
思

い
で
す
。

　

そ
の
思
い
を
引
き
継
ぎ
、理

想
と
す
る
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

私
た
ち
の
思
い
も
乗
せ
て
、

次
世
代
に
つ
な
い
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

先
人
た
ち
の
思
い
を
、次
世
代
へ
―
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